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牧之原市は、静岡県の中部の南に位置し、全国有数の茶産地として知られる牧之原台地と約15km
の海岸線を有し、美しい駿河湾に抱かれた自然豊かなまちです。
明治22年に市町村制が施行され、現在の相良地域には、相良町・萩間村・菅山村・地頭方村、榛
原地域には、川崎町・勝間田村・坂部村の 2 町 5 村が生まれました。
昭和26年には菅山村を相良町に合併し、昭和30年には相良全域が相良町、榛原全域が榛原町とな
りました。
平成17年10月11日、両町による対等合併で「牧之原市」が誕生しました。

「マ」の文字と
駿河湾・牧之原
台地などの地勢、

そして茶の葉をモチーフに「ふ
れあい ビタミン あいのまち」
「うみ・そら・みどりと共に生
きる」と未来を目指し、協調発
展する姿を表現。下部の２つの
茶の葉の模様は旧２町を表現し
ています。 （平成18年３月制定）

市章

シティプロモーション推進
の一環として、キャッチフレーズ「RIDE 
ON MAKINOHARA　～夢に乗るまち まき
のはら～」とロゴマークにより、市のイ
メージや魅力を市内外に発信しています。

（令和２年３月決定）

シティプロモーション
公式スローガン

（令和７年２月決定）

食べ物や花、特長など牧之
原市の自慢したくなる魅力を一目見て伝わ
るようにシルエットで表現。円で囲むこと
で、「牧之原市とたくさんの人が繋がり、
輪となるように」という作者の願いが込め
られています。

市制施行20周年
記念ロゴマーク

（平成19年４月制定）
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